
第十二回 入れ歯と顎関節症 

 

顎関節症は頭蓋骨が捻れることにより上顎と下顎が捻れ・ズレを起こします。 そして顎関

節症側は強い力で咬み反対側は咬む力は弱いです。 

歯医者が口の中へ紙を入れて咬み合わせの調整をして左右均等に咬めても実際口の中へ食

べ物をいれると顎関節症側は強い力で咬む為 入れ歯が転覆又はガタついて痛みが出ます。 

上・下顎ともに全く歯がない人で、上下の入れ歯を入れている人は入れ歯を手にとって上・

下顎の入れ歯を咬み合わせて下さい。そして後側から上・下の咬み合せた状態で入れ歯を

覗くと左右のズレだけでなく、左右の上下の高さが違っています。左右の高さの距離は顎

関節症側の方が短く、反対側はその逆で上下の高さの距離は長くなります。このように顎

だけがズレをおこしておりません。頭蓋骨を始め、体全体が捻れをもっている為、慢性の

病気を持っているはずです。 

又首から下を正しく調節しても頭蓋骨は動きません（頭蓋骨の成長時期は除く）。首から下

を調節した後で頭蓋骨の外部を調整しさらに口の中へ指を入れて左右・前後のズレを調整

します。 

入れ歯を何個作っても無駄です。このような人は頭蓋骨を始め体全体の捻れをもっている

為 慢性の病気を持っているはずです。 


